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緩
和
問
年
第

3
附

附

我

孫

子

市

警

主

盟

国

が

草

月

日

日

か

天

志

向

絞

殺

つ

い

た

ニ

と

か

ら

、

今

年

妻

役

に

よ

り

・

抽

選

誌

名

造

協

ま

た

ち

義

叫

が

援

護

有

国

に

つ

拳

γ聞
に
つ
き
ま
し
て
は
、
雲
仙
絞
め

ら

潟

か

れ

、

滋

警

豊

中

市

号

、

災

孫

子

駅

南

北

余

震

時

陣

容

的

意

案

通

し

ゃ

、

譲

受

警

に

日

本

豪

語

子

工

雪

渓

カ

を

い

た

だ

き

、

2
1日
号

て

ま

し

て

議

案

説

話

若

宮

排

水

雪

撃

が

小

き

い

た

め

に

床

下

側
絞
殺
挙
業
、
次
対
裕
子
中
学
校
分
絞
校
新
設
、
ぷ
人
近
A
M
閥
抗
快
口
約
総
加
的
見
返
し
、
肉
祭
訂
一
懲
守
的
が
問
問
総
務
れ
る
こ
と
が
予
測
怒
れ
る
た
計
機
織
織
的
組
パ
!
セ
ン
ト
的
関
約
が
し
去
り
て
現
在
ロ
月
決
日
発
戒
を
臼
波
本
導
的
被
害
が
ゑ
ヒ
て
お
ワ
ま
す
。

h

資
料
を
提
出
し
、
震
の
理
解
必
主
的
、
小
総
排
水
機
器
増
減
並
び
に
事
し
、
喜
子
管
滋
め
て
お
り
ま
き
工
事
が
去
ら
れ
て
お

2て
こ
の
対
策
と
い
た
し
ま
し
て
は
‘
公
共

淡
蛸
也
事
情
作
率
制
刈
附
閣
を
ど
に
つ
い
て
一
役
総
会
を
行
い
ま
し
た

ま
い
っ
と
と
こ
ろ
で
お
り
ま
す
が
喰
我
湖
排
水
仙
即
時
同
級
足
率
に
つ
い
て
‘
闘
す
。
更
に
絡
絞
め
努
力
を
い
れ
~
し
、
早
措
援
黒
森
数
1
2
0人
で
や
は
り
来
年
下
水
滋
務
撲
に
よ
り
、
議
幹
線
鈴
本
同
時

:
;
i
i
i
t
a
i
-
-‘
sag-J
完
了
次
第
令
部
度
移
転
玄
域
防
数
7
同
慨
を
お
…
磁
強
力
に
働
き
か
け
て
い
く
た
係
泌
総
と
開
設
約
に
協
議
を
議
ね
て
い
期
に
会
削
話
を
議
得
す
る
所
符
で
あ
ワ

4
月
日
開
警
ι
平
定
し
て
お
り
ま
す
。
線
機
を
山
口
、
フ
ベ
〈
本
部
俊
綴
滋
祷
効
楽

部

市

基

畿

一

に

つ

い

て

も

街

譲

受

季

語

き

め

に

さ

ら

に

委

譲

主

連

警

麻

〈

重

で

あ

り

ま

す

6
2・
事

総

手

。

吋

i
i
j
i
t
-
-
B
i
l
a
t
-
-
d
識
と
し
て
翻
警
が
つ
き
ま
し
た
の
で
、

の

整

備

一

号

事

与

っ

て

い

ま

す

。

的

確

保

が

議

さ

れ

た

時

的

ホ

l
会

監

禁

制

緩

は

っ

き

ま

し

て

は

喰

殺

走

塁

護

的

誘

致

に

つ

い

て

二

議

中

豪

雨

に

よ

る

…

米

護

士

重

を

毒

し

て

い

さ

i
・
e・
-
j
s
i
g
i
l
-
i
i
i
h

言

語

口

裏

書

誌

に

つ

い

地

芸

護

草

、

中

市

と

し

て

的

対

応

主

主

草

絡

を

と

η
な
が
ら
早
期
雲
市

L上
げ
ま
す

a提
出

年

4
月

…

…

、

)

被

害

対

策

J…
二
毛
あ
り
ま
す

E

殺
議
訟
間
口
十
一
線
Mm
紛
糾
蹴
酬
明
丹
後
地
て
陶
申
し
上
げ
ま
す
e

織
に
つ
い
て
む
絞
殺
を
行
い
、
資
料
を
例
案
に
努
力
H

た
し
て
求
い
る
所
存
で
間
後
と
り
ヲ
こ
と
で
線
北
地
区
に
縫
紋

γ
i
i
l
e
i
-
-
j
e
t
t
i
-
-ぃ
以
上
の
ほ
か
じ
も
被
害
を
受
け
た
関

燃
に
対
し
製
汁
的
後
滋
消
幽
が
提
出
さ
札
家
本
年
日
U

回
付
金
持
制
法
に
竪
煎
官
阿
波
利
勝
間
幽
鉄
に
縫
出
し
て
ま
い
る
所
存
で
ゐ
り
あ
り
ま
す
a

さ
れ
る
と
と
が
す
で
に
向
山
記
さ
れ
て
い
次
に
公
る
7
月
7
目、

M
M
自
宅
同
日
所
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
を
応
ゑ
的

し

た

苦

喝

ふ

も

に

報

告

し

た

と

お

り

露

主

守

ゑ

め

る

た

め

の

撃

と

ま

す

。

吋

ai--jBisi--agio--aaJ
る
の
は
ど
審
申
し
上
げ
ま
よ
っ
で
丹
事
撃
に
よ
る
後
家
伯
尚
と
そ
的
な
撃
を
講
ず
ペ
く
総
統
予
算
に
主

5ま
て

そ

の

後

‘

こ

の

警

な

る

官

著

作

談

合

進

め

て

お

去

、

去

る

9
7
5は
、

安

一

溝

議

持

致

つ

が

い

ま

す

6
2塁
手
り
蓄
に
つ
い
て
ど
警
申
し
上
げ
そ
い
た
し
て
あ
り
ま
す
。

側
間
約
者
と
個
別
銃
撃
合
い
意
見
絞
殺
り
ま
す
カ
彩
縦
一
時
径
が
我
孫
子
市
的
問
議
長
と
筏
務
ナ
印
刷
出
同
辺
診
察
徽
務
…
…
叫
袋
詰
一
遣
の
帥
閉
山
還
に
つ
い
て
波
紋
し
ま
す
捕
時
人
砂
川
市
に
つ
き
ま
し
て
は
、

:
j
i
g
-
i
i
i
i
2
9
g
i
z
-
-，

を

重

ね

て

ま

い

;

し

た

が

、

韓

を

中

町

幾

重

と

し

て

の

議

案

卒

業

対

講

義

紛

霊

会

室

長

で

ria--aleri--jails-zeezh
て
ほ
し
い
と
の
意
向
が
一
ま
れ
た
た
め
ま
略
的
建
に
よ
っ
て
、
一
部
床
下
…
糸
室
持
線
通
一
健
所
…

山
間
し
合
管
が
掴
押
ら
れ
ま
し
た
。
た
め
円
い
は
朗
鰐
に
商
耐
刷
機
約
近
代
化
を
み
る
側
関
税
議
員
仁
も
と
足
弱
を
お
緩
い
次
に
液
晶
市
行
政

ιつ
い
て
山
申
し
上
げ
絡
が
&
設
廃
絶
ecし
て
浦
雄
総
左
忍
わ
れ
淡
水
内
被
努
を
ニ
う
む
っ
て
い
る
液
状

?

1

2
、

今

後

と

も

こ

の

数

主

義

匂

て

い

〈

べ

之

と

い

う

ニ

主

総

数

し

ま

し

て

、

思

室

長

害

行

手

。

昨

年

月

怒

ら

霊

会

長

て

る

3
ヵ

所

主

伊

織

に

室

主

主

で

す

の

で

、

こ

内

装

と

し

て

建

三

跡

地

斡

潟

襲
警
苦
言
対
し
ま
し
て
は
、
題
に
し
、
総
数
余
力
妻
、
消
筆
致
っ
て
ま
い
り
ま

t
た
。
高
は
、
今
ま
お
り
ま
し
た
綴
火
ご
み
護
愛
護
し
た
と
こ
ろ
‘
去
る

7
3品
霊
山
閉
止
す
る
た
め
の
一
義
繁
弁
内
霊

r
e
i
-
-
i
E
a
a
l
i
i
-
i
i
i
L

繍
絞
殺
の
緩
向
を
寸
分
移
激
し
な
討
す
り
行
納
骨
蹴
議
々
の
議
縫
T
iタ
を
総
合
的
で
的
平
作
線
品
川
市
制
織
と
は
巡
い
、
や
や
数
む
た
泊
四
9
日
に
時
礎
工
式
を
挙
行
で
き
絞
殺
塗
か
ら
現
地
燃
料
敢
に
ま
い
り
ま
し
と
、
内
本
鈴
品
障
す
る
た
め
の
ポ
ン
プ
ア
殺
後
に
、
米
淡
率
的
通
間
同
日
府
践
的
胤
削
判

後
滋
的
に
意
義
総
総
合
待
っ
て
ま
い
る
に
分
析
し
、
後
綴
畿
を
検
討
い
む
し
て
開
明
る
い
感
激
金
制
げ
で
品
寄
り
ま
し
た
。
こ
ま
し
ど
こ
ど
を
御
綴
安
申
し
上
げ
ま
ナ
。
た
倒
夜
在
、
終
に
お
い
て
検
討
お
れ
て
ソ
プ
方
火
令
同
時
治
す
る
こ
と
に
し
求
し
沼
に
つ
い
て
山
申
し
上
げ
ま
す
。

所
存
で
お
り
ま
す
。
お
り
ま
す
の
円
弱
的
削
減
措
問
的
た
め
に
は
、
今
後
と
ち
税
巡
仇
り
と
こ
ろ
試
運
転
と
機
械
的
機
お
り
ま
す
の
で
、
ま
も
な
く
蕊
市
乱
用
地
て
、
二
れ
に
饗
す
る
広
帯
到
は
‘
潟
十
北
米
議
議
総
通
侵
所
ト
ム
リ
ン
ソ
ン
議

次
い
い
今
受
度
事
業
に
つ
い
亡
申
し
ト
ム
次
ぷ
我
孫
子
駅
北
口
ゑ
地
区
隠
昨
常
務
相
刺
激
的
努
力
が
必
娯
と
附
部
わ
れ
ま
す
が
‘
抑
獄
中
で
あ
り
ま
す
が
、
総
大
、
不
燃
ご
絡
も
決
定
さ
れ
る
と
総
わ
れ
ま
す
a

チ
採
に
品
計
上
し
て
お
り
ま
す
。
織
に
つ
き
ま
し
て
は
.
単
綴
返
畑
地
及
が

げ
ま
す

B

事
救
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。
き
ら
に
強
〈
綴
紋
お
潟
と
交
捗
し
て
務
み
の
一
括
収
柑
慨
に
絞
り
答
え
る

Q
H国
「
，

zaiba-震2
重 8月議 13~8 日

10F.J 2日は市内全域でクリ…ン作戦
9 :OO~I I :00 

草草か令複数tこかこまれた、私たらのまちを、

私たあの手守されも主に LょうとJS7i人的大そ
うと J をテーマぷ絡められたタワーシfl'政tもz
華道館(lOFl2B-8日}をむかえ、 10J寄2日{口

調韓日} には、がI殴!湾総‘主量点滅a:を量宣言註してI青
f議j詫重与を主子うこ e1こなりましたa
志野終1人1人が参加Lて議掃をn.<.ば、すば
らLぃt<JJ然があげられますa 絞寄り的地区にぎ争

力百Lて、クりーンあびこをつ〈りましようや

T>S時 10Fl :1忽午約911寺から118寺 ('J、総決行、
t詩型定中止の縫合位、 lQFl9B)

診察線機長耳 (J)祭主電沼公務 ③我主義子絞首i広宅島

③フミx合軍司前広場 ④束手先主晶子双務i広場 苦b
i桝ヒ草耳石r.J位、場 岳会事青木駅wJ!広務 CD粛を金書提出1
広場 @詩書ヰヒ台中央公話霊 長争淡路

タワーン作戦は、みん守そろ勺て、 E当分的{主

むまちを寺I1-いじしようとナるるのですが、二二

時i塁i詰]だけで宰寄るのではありません。 鎚ごろか
ら、自分的役むまちは‘告分たちの手できれい

じしましょう e
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ス
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学
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育
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等

会

等

合

後

パ
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中

〉

日

デ

〉

時

悶

務

大

号

官

同

大

国

学

品問

9
子
会

9
台

会

時

台

幼

子

ン

mω

子

ル

却

小

建

〉

月

係

大

河

北

大

湾

北

〉

内

線

ト

同

月

孫

一

月

北

E
品
掛
川
代
捕
時
四
湖
湾
問
均
金
防
総
ン
叩
凶
品
問
ポ
叩
湖

市

川

大

総

護

ト

大

ミ

一

巡
回
綴
銭
円
出
端
噛
式
臼
場
一
選
n
闘
機
U
P
悶
M

機

レ

詞

場

制
則
醐
開
会
総
務
会
絵
師
側
会
ヨ
桑
網
開
会
パ
削
開
会
パ
酬
開
会

2

、弘V
恥
v

，、h
V

弘VJ
、hF
恥
v

，、h
p
h
v

，、b
v
h
v

，、弘
v
h
w
r

ぷぃ件汁附哩
ω
一
宮
〈
回
目

)
4
4
3
0

-m炭
一
家
南
道
大
会

曹
司
詩
語
汚
お
日
・
問
時
間
岬
分

V
線
路
間
我
係
子
高
等
学
校
決
滋
総

ザ
惨
絞
殺
械
情
市
内
恋
仲
出
、
夜
齢
制
丹
万

wv
参
綿
絞
子
ど
も
1
0
9
m
ワ
h

むと

な
2
0
0
m円

干
申
込
錫
幼
時
何
丹
波
ωυ

V
申
込
方
法
注
宥
民
税
、
略
的

問
同
伎
を
ハ
が
キ
に
記
入
し
て
我
孫
子

市
中
…
議
3
6
4清
幹
雄
ま
で
申
込
ん

で
下
さ
い
。
野
(
拙
)
0
0
2
2

久コルト 中央公話司

市

民剣

道

大

会

w
v
a
時

刊

月

9
日
〈
Mm
〉
中
川
削
8
附

M
M
分
間
開
始

V
検
出
川
我
孫
子
中
学
校
体
育
品
開

wv
試
合
潔
院
小
学
生
，
中
学
生
・
世
間

放
念
(
発
予
・
女
子
)
・
一
段
・
大

学
生
(
2
品
開
以
下
・

3
段
以
上
)
に

糊
掛
け
て
試
舎
を
ふ
付
い
ま
ナ
e

ザ
申
込
会
員
以
外
的
中
乃
は
、
浅
知
山
へ

氏
名
、
段
位
、
年
隊
を
時
同
月
5
日
ま

で
に
お
知
ら
せ
下
冬
い
。

山
隊
媛
大
榊
日
〈
災

2
8
3
0

凸
H
U

赤
い
羽
織
で
み
令
懇
ん
に
緩
し
ま
れ
そ
び
場
的
総
裁
や
械
は
階
的
資
凶
勺
生
活

h
改
め
て
市
内
内
泌
総
出
相
殺
・
間
関
持
へ

て
い
る
共
同
募
金
必
殺
は
、
こ
と
し
も
鐙
窮
者
お
よ
び
校
山
市
心
駒
隊
後
同
知
的
た
配
分
さ
れ
ま
す
。

同
月
1
日
か
ら
絡
ま
り
、
総
月
内
総
戒
め
に
役
立
て
る
こ
と
で
す
。
配
分
た
は
‘
児
童
議
後
事
業
、
鋭
機

幼
け
合
い
義
ま
で
行
な
わ
札
ま
す
。

W
R
1日
に
は
、
我
孫
子
総
務
、
夫
議
室
、
警
護
4
車

問

機

人

と
め
議
桝
料
は
、
す
べ
て
の
人
が
み
ん
潟
市
以
前
、
湖
化
欲
的
問
、
お
役
続
的
で
然
減
燃
料
紙
、
身
体
誇
害
者
収
容
授
産
総

な
事
わ
佼
な
魚
川
附
が
で
き
る
よ
う
に
、
市
町
一
騎
阿
封
と
疑
問
的
協
力
者
が
、
ご
協
設
、
夜
依
然
綴
務
紫
、
医
療
保
護
事
件
哉
、

ま
た
、
み
ん
な
内
カ
モ
よ
り
後
れ
た
唱
力
を
呼
び
か
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諮ります 綴って下正予い

彬子供F再臨戦車 場犬人織自転互革

本幼!忍F韓ブランコ *絵i患F轄食卓

イス ホ淡務機

淡ワたいも的売総ってほしいも
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ーター *かや *スチール事議

事務杭 *童書気アシカ 本t霊山
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(150開 X70同 X8自開)

語寺効まてす系存しよう
領収襲撃

φ額収訟の保存期間φ

金銭円支払い義務は、一定期
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消滅Lます。時効i止法織で決め

られていますωf員務町内苦手によ
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1聞だけ保存しておいた方が安心

ですo 1苧{旅客や貨物町議長、

大工や左宮などの手際民、京，a蓄

など丹寵lB料、飲食代、務長最前

提粍) 2年{綴品的代金、総人

的手銀気、終E守的丹議、学絞め

授業耗.電気ガス代) 3年{設長

療授、建築γ事費) 5年{記惑を誌、

t車ち‘説、水道科会ど公共科哉、

j車代、家主妻、丹繁代金令ど}

も迎。

Hl時 10Jlll詰{火}午後 1持

30分から 3時三まで

参会議 干支孫子市中炎公民主主

診テーマ ?主主的生き方J

t.議長草 言手議家 市llIE草校先'主

参El時 10J寺238今JliJI0静から午

f長3繁幸

t.要注縁 者記事章子翼連工会宣言

歩参加重量 経科 会災を若手主義Lています伊毎月第

1 金総 a午約10~寺 ~'12時、定例会

~m!いていますω 減税は;詩人、身

長率、 一般的 3絡会1:分札主主獄中 r
鰯淡奪還fl:i詩動も始めております伶
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笠会福祉協議会は、市町後緩で?

j渡益金を福祉事業に使わせていた

う托級l工、ご瀞加I下患い。

炉問い合せ 総J系二子市校長会協lJl:t品

令て喜一~尋¥
/"〆〆-一一一一一--ι一~、、、¥、

(1;寿司摂窓辺町野鳥と野主主〉

b丹Eミ 10月2日{日)隠天中Jl

b集会湖北釈改札口午前 8:30 

〈手賀沼カウント〉

惨丹田 10月9日(日)

b車員合 市役所午前9時

〈昔津干潟探鳥会〉

l>月日 10月 10 日 (~f)

砂接合我孫子訳改札口午前8時
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告家庭で不用になった品物などを 絞10丹波例会収、 Vまわり機(身 設緩 L!~給水家屋の水道ノーター

ぜひご寄付ドさい。品物を寄付し 滋児滅菌]合意絞}の兇学脅かねて老 宅専務会次内日程でI'iいます。
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に#えを止めることができますので

繰りfすけ希望丹方はー工事宗にお

主幹メータ一時窃袋綴絡 10耳17日

から 3H24B

炉3こ奇襲五接 続孫子すれ誌を主本選γ，事

!ll 

ダイヤル十ゐだけで求人情報が得

られます。ご判例下部い命

1>鈎検問求人型軽内 問0473-68

5100 女性筋袋入機内野0473

-68-6100滋1f.f話11日中総けますe

房総草案El 10持23詩 (Il) 

参会議 終子晶子中学校

書房要望fす翼選f務 総省152今'10月 1Hか

ら10fll2詩t

》繁華妻宅手毒発

(1)'11)主事時じ，iZ.，、緩む>r.lT!をII分で

総入 I~VIJ l、i4a監f守護歩のうえ人
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一12時まて'

砂内線連寄付叶安

易定員 30名

参申込方i患本人がl疫機中央公民

館{官82…0515)

l>募主員人民 50君主

紗参加資 2000fIl 

事験期鰐 10月238から委事j毘隠滅悶

午前10時から11時30分(5閲)

惨申込侵付 10月 98午前10時か

ら湖北台コート (教務奇書照会)

①前号訂正・お際び i絹~t台地{造

家屋付宅地分譲苦手築で的問主主織が

地番で表示したためご主主主患を持か

けしました。 タ隼聖?主主大会Bク

ラ久的優勝チーム辻、リトルジャ

グーズ丹誤りでした。お詫びして

言JlEいたします。
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